
認定支援機関の概要

中小企業・小規模事業者の概要

平成10年から24年間のお付き合いになりますが、ずっと右肩上がりに成長し、売上が5倍（15億円）にまで成長で
きたのは、同機関のサポートのおかげです。経営実態を細かく分析して、数字を示しながらアドバイスをいただいた
ことで、業務改善や生産性の向上など、経営者としてやるべきことが明確になりました。

支援を受けた
中小企業・

小規模事業者の声

支援に至った経緯 経営状況の把握・課題設定 解決策の提案・実施 今後の取組・フォローアップ

当機関は宿泊業を中心に、中小企業に対する経営改善支援や集客サポートを行っている。当機関の社長は独立前、会計事務所に勤務
しており、当時担当していたのが、先代が経営する合資会社親湯温泉であった。先代が病に倒れたことで、今回の相談者である現社長
（ご子息）が呼び戻され、経営難に苦しむ旅館を引き継ぐこととなった。相談者が入社した平成10年から財政面だけでなく、販売・組織
戦略における支援を開始し、当機関が独立した平成13年以降も継続して支援を行っている。

先代が病に倒れ、経営難に苦しむ旅館を急遽引き継ぐ社長を支援

同社が運営する旅館「蓼科親湯温泉」は、高級リゾート地である蓼科で人気を博した大正15年創業の老舗高級旅館である。支援をス
タートした平成10年は長野オリンピックが開催された年で、宿泊施設が乱立したことでその後の売上が低迷。施設が老朽化しても改
装する資金がなく、また、従業員の定着率が低くサービスや組織力にも問題があった。当時の一番の課題は売上を伸ばすことだった
が、単価の安い団体客が多く、売上があっても赤字になるなど、利益率の改善も急務であった。

売上欲しさに単価の低い団体客を集めて赤字になり、サービスも悪化

まずは単価の安い団体客への依存から個人客にシフトし、ブランド価値を高めて客単価を上げることに着手した。具体的には、プロカ
メラマンを起用してホームページの写真を刷新し、SEO対策やウェブ広告からホームページに誘導。平成15年頃からはオンライントラ
ベルエージェント対応にも力を入れて集客力を高めた。それと同時に人材育成や組織改革を行い、1客あたりの労働時間、労働1時間あ
たりの売上高を現場の最重要業績指標として業務管理を徹底し、業務の効率化とサービスの向上に努めた。

ブランド価値とサービスの質を高めて客単価をアップ

平成10年に3億円だった売上が令和3年には15億になり、新卒採用や昇給制度で離職率も30％から8％に下げ、順調に成長してい
る。今後は視点を広げて宿泊業界で課題となっている業績不振や、事業承継問題などの解決に、同社の成功事例を伝えていきたいと
考えている。当機関はそのためのパイプ役として金融機関などとの連携も積極的に行い、宿泊業界の成長を促せるよう効果的な支援
を行っていきたい。

厳しい宿泊業界へ成功事例として展開し、業界発展のために
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人材育成でサービスと生産性を向上し、
ブランド価値を高めて24年間で売上500％アップを達成

トラストブレインズ株式会社

長野県松本市筑摩
1-6-13 アクシス21-302号

民間コンサルティング会社

平成13年11月
17名
平成26年11月13日

合資会社親湯温泉

長野県茅野市北山
4035番地

宿泊業,飲食サービス業

昭和24年10月
119名
2,000万円

昇給制度と効率化で
さらなる飛躍を目指す

ブランド価値を高めて
単価とサービスを向上

老朽化とサービスや
利益率の低さが課題

先代が病に倒れ、経営難
の旅館を急遽継承

【機関種別】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【認 定 日】

【業種区分】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【資 本 金】

長野県 宿泊業,飲食サービス業経営改善

地元食材を用いた洋食店の新規創業支援。
補助金を活用し、ペット同伴型店舗への改装で集客力もアップ

認定支援機関の概要

恵那商工会議所
【機関種別】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【認 定 日】

中小企業・小規模事業者の概要

資金調達面では同機関経由で取り次いでいただくことでスムーズに話を進めることができ大変助かりました。同機
関の指導によりターゲット層を明確にでき、補助金を活用した店舗改装が集客につながっています。税務関連や雇
用保険など店舗運営でわからないことはその都度相談し、アドバイスをもらっています。

支援を受けた
中小企業・

小規模事業者の声

支援に至った経緯 経営状況の把握・課題設定 解決策の提案・実施 今後の取組・フォローアップ

岐阜県恵那市長島町
正家1-5-11

商工会議所

昭和39年12月
9名
平成25年4月26日

数字的な検証を行い、
安定経営を目指す

メニュー開発と店舗改装
で他店と差別化

創業計画と資金調達の
見直しと店舗の独自性

創業セミナー参加で
支援を開始

当機関は市内商工業者のために金融・税務・労働など経営上の相談や、持続的な発展を促すための事業者支援を行っている。相談者
は長年の目標であった飲食店を開業するため、さまざまな飲食店で修業を重ねていた。コロナ禍の影響が大きい飲食業界だったが、
アフターコロナを見据えて令和3年、相談者の独立開業の意思が固まったタイミングで、創業に向けて当機関が主催する創業セミナー
に参加。そこでの出会いをきっかけに資金調達、人材確保、経理などを含めた創業計画の策定を支援することとなった。

創業セミナー受講をきっかけに飲食店の創業計画策定を支援

開業資金として多額の借入を想定していたが、資金調達に難航した。当初の計画では、自宅敷地内に店舗を新築する予定だったが、コ
ロナ禍の影響で原材料などの高騰、部材不足による納期遅延により工事の遅れが見込まれた。そこで新築ではなく空き店舗を活用し
た創業計画に変更。立地の検証とターゲット顧客の明確化を図り、開業資金も最小限に抑えて創業・収支計画、資金繰り表なども見直
した。課題は、財務基盤の強化と継続して集客できるオリジナリティのあるメニュー開発だった。

コロナ禍での飲食店開業に向け、開業資金と創業計画を再検討

創業計画および収支計画の見直し・検証を行い、日本政策金融公庫より資金調達を実施。地域の特産品を活用したメニュー開発につ
いて専門家からアドバイスをいただき、周辺店舗と差別化したメニューを考案。地元の農家などから食材を調達するなどこだわった。
開業後には小規模事業者持続化補助金（創業枠）（以下、同補助金）へ応募。採択後は、同補助金を活用してペット同伴で来店できるよ
うな店舗に改装したことで、店舗の独自性を持たせることに成功し、集客促進やリピート率アップにつながった。

地元食材を使ったメニュー開発とペット同伴型へ店舗を改装

同社は地元の祭りなどイベントへの出店や屋外で販売できるテイクアウト用メニューの開発を視野に入れているので、新たな取組へ
のフォローをしながら、地域商工業者との連携を図っていきたい。また、開業から約半年まで順調に売上が伸びていたが新型コロナウ
イルス感染症の影響で、当初の見込みより売上が3分の1程度に落ち込んだ。現在は回復傾向にあるが、令和5年1月に開業から1年経
ち初めての決算を行うので、数字的な検証を行い、安定した経営を維持できるよう継続して伴走支援する。

信頼関係を構築し、安定した経営ができるよう伴走支援を継続
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cafe brown sugar
【業種区分】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【資 本 金】

岐阜県恵那市大井町
2633-69

宿泊業,飲食サービス業

令和4年1月
1名
ー

岐阜県 宿泊業,飲食サービス業経営改善
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